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銀行貸出減少の現状と今後 
 

全国の銀行貸出が減少を続けている。この貸
出減少が今後も傾向的に継続するものか、継続
するとすれば、波及的にどのようなことが生じ
るか、を考えてみたい。 
97～98年に500兆円レベルであった全国の銀
行の総貸出残高（以下、残高は省略する）は、
03年9月末には約411兆円となった。貸出の償却
や流動化などの要因もあるが、それらを含めて、
この5年で▲90兆円程度減少したことになる。 
総貸出の内訳を見ると、企業貸出の減少が大
きい。97年9月末には394兆円だったのが、03年 
9月には292兆円へ▲100兆円強の減少した。足
元でも年間▲20兆円を超す減少が続いている。
大企業向け貸出が140兆円から105兆円へ、中小
企業向け貸出においては254円から187兆円兆円
へ大幅減少した。 
一方、個人向け貸出は住宅貸出の伸長が効い
て、97年9月の91.3兆円から03年9月には105.3兆
円に14兆円増加した。ただし、銀行の消費ロー
ンの減少は続いている。 
この結果、総貸出に占める企業貸出の割合は
79％から72％へ低下、その中でも中小企業貸出 

比率は全体の50％強から46％へ▲5％低下して
いる（以上、図1）。 
それでは、企業貸出減少は、銀行等金融機関
の貸出態度の消極性に起因するものか。 
不良債権処理を進める方針のもと、資産査定
の厳格化が銀行の与信姿勢を慎重化させている
側面は否定できない。しかし、日銀「短期経済
観測」において企業側が感じる銀行の貸出態度
は,98～99年にかけ金融システム不安が広がっ
たころに比べ大きく好転している。 
直近の「短観」（03年12月調査）の貸出判断
DI（「緩い」－「厳しい」の差）は、全体で
ゼロとなった。中小企業でも▲4まで改善して
いる。 
融資を絞り込むような貸出姿勢の厳しさは着
実に小さくなっている。 
前述のように年間20兆円を超す足元での企業
貸出の減少継続を見る限り、銀行等資金供給サ
イドの問題を過大視するべきではないのではなか
ろうか。むしろ財務内容の改善と収益性向上の
圧力の影響もあり、借り手側の外部資金依存が
後退していることが影響していると考えられる。
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景気回復に伴い、設備投資は増加過程に入っ
ている。一方、景気回復に加え収益体質の改善
によって、企業の内部留保等ネットキャッシュ
フロー（配当等外部流出後残余利益＋減価償却
＋引当金増加）も増加に転じている。それにも
かかわらず、ネットキャッシュフローの範囲内
に設備投資を抑える慎重姿勢は崩れていない
（図2）。 
また、在庫削減などにより運転資金需要の減
少も続いていると思われる。 
今後も財務改善と収益性向上をはかっていく
企業サイドのスタンスは変わらないと見込まれ
る。したがって、企業の資金需要は、中期的に
も減少継続を考えるのが妥当ではあるまいか。 
銀行の資金調達面に目を転じれば、（預金＋
債券）合計の資金調達額は02年以降、金融シス
テム不安の後退に伴って小幅ながら増加に転じ
た。総貸出減少に伴って、預貸率（貸出÷（預
金＋債券））は97年の96％から03年09月末には 

8割を切り78％に低下した。 
しかし、この銀行の預貸率低下に伴う運用余
剰資金が向かう選択余地は決して大きく無い。
一般的に地方銀行等地域金融機関では、その傾
向が強いだろう。海外投資を増やすことは為替
リスクの関係から限定的であり、株式投資は保
有規制のもとで抑制が求められている。銀行は
企業融資開拓に動き始めたと言われるが、返済
圧力を食い止めるほどの効果は期待しにくいだ
ろう。 
したがって、余剰運用資金がゼロ金利政策の
もとで消去法的に国債へ向かう傾向が続く可能
性が大きい。 
銀行等金融機関の金融仲介を通じた、家計の
貯蓄と政府の資金不足を結ぶ資金循環経路は当
面変わらず、国債市場の需給と相場の安定要因
となると考えられる。 

（渡部 喜智） 
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